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4. 平良方言の音声

4.1.は じめに

平良市は､宮古島､大神島､池間島､伊良部島､下地島､来間島､多良間島､水納

島などの宮古諸島の中心である宮古島にある｡かつては､首里王府の役所であった蔵

元があり､現在は､沖縄県庁の宮古支庁がある｡空港､港などがあり､文字どおりの

政治経済の中心地である｡平良市をふくむ宮古郡は､城辺町､上野村､下地町､伊良

部町､多良間村の 1市 3町1村からなる｡その人口は全体で5万3千人で､平良市の

人口は3万7千人である｡

平 良 (方言名/pISara/)は古くは､市街地をなしていた東仲宗根､酉仲宗

根､西里､下里､荷川取の5簡字をさしていたようである｡現在の ｢平良市｣は､大

神島や池間島をはじめとして､北の狩僕､島尻､南の久松 (旧松原と旧久月)など､

方言的にはことなる地域をふくんでいる｡ここでは､平良方言をせまい意味での､す

なわち､旧市街地の五箇字の方言をさして使用することにする｡この平良方言は､宮

古諸方言の中央方言として周辺地域に対する影響力をもつ方言であり､この方言には

かつて士族とよばれた人々が使用した独特の語虫がある｡その語免のなかには､あさ

らかに沖組方言の影響をうけていて､農村の人々の使用する方言には見られないもの

がふくまれているようである｡

/asagi/隠居した老夫婦が住む離れ｡ (/?asjagi/IT里方諾)

/ucl baru/壷座敷｡ (/?uucibaru/首乳方言 )

/gusi=/御神酒｡(/g u sii/ (首里方言)

/di:ngu/梯槽e (/diigu/(首里方言)､本来 は/ du rkl

gi=/という｡

注)平良方言は､本永守将1974｢平良方言の昔軸法則｣､木永守柵1978 r甲良 方 言

の動詞の活用｣などをはじめとして､宮古方言のなかでもっともよくJtJ怒 ､研究

された方言であり､ことわざ集､歌謡集などのテキストも多い｡

本稿では､平良市西里､下里での調査でえられた資料を中心にのペることにす

る｡おもなインフォーマントは､砂川スエ氏 (明治39年生まれ､西里dj身)､

砂川 トヨ氏 (明治43年生まれ､西里出身)､下地明増氏 (大正7年/巨まれ､下

里出身)､下地文氏 (大正 12年生まれ､下里出身)の4名である.粥盟とF坦
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には､昔放論的な差異はなく､また､この方言における男女差は､語嚢の面で､

それぞれ詳しい分野があるといった程度の差である｡

4.2.平良方言のフォネーム

標準語の母音フォネームと子音フォネームを上村幸雄1978ではつぎのように定義し

ている｡

僻 の母音フォネームは､標準語の子音フォネームから､調音一音響的に

は､規範的な発音の代表的なアロフォンにおける､口蓋帆のもちあがったさま

たげのない声瓜における声の共振と､その結果としてのおおさなきこえをもつ

周朋的で持絞性のある青野とによって区別される｡また､標準語の母音フォネ

ームは､捺申語の子音フォネームから横合的 には､上の調音一音響的な特徴に

もとづいて音節において音節主音となることによって､また､単独で音節を形

成する他力をもつことによって区別される｡さらにそのうえ､その昔節が単独

でTP語または語頻的あるいは文法的に有意味的な単位となりうるという点でも

区別される｡

甲良方百には､子背それl個で2モーラの1音節を形成し､単独で単語をあらわす

桟能をもった子音フォネームがあるoまた､母音フォネームと結合せず､単独で1モ

ーラの音節を形成して､語嚢的､あるいは､文法的に有意味的な単位になることがで

きる子音フォネームもある｡

また､音節をひらく位置にきた子音と結合して､母音として､すなわち､音節主音

として機能するが､摩擦音 〔S〕 〔Z〕の調音と基本的にはおなじように､声道にお

けるさまたげ (舌先と硬口蓋とのせばめ)による喋音を特徴とするフォネームがある｡

平良方言のばあい､謝音的な観点からも､機骨的 な観点からも､母音フォネームを子

音フォネームから区別して明確に定義するのは､標準語のばあいとくらべても､奄美

沖粗方言群のばあいとくらべてもむつかしい｡

しかし､すべてのフォネームを母音フォネ一･ムと子音フォネームとに分割しなけれ

ばならないとすれば､上村幸雄1978における標準語の母音フォネームの規定と比較し

ながら､平良方言の母音フォネームを規定すると､つぎのようになるだろう｡

音節副書となる子音フォネームと結合して音節主音となり､ 1モーラの開音節を形

成するフォネームを ｢みじか母音フォネーム｣ と競定し､2モーラの開音節を形成す
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るフォネームを rなが母音フォネーム｣と規定することができる｡そして､それ以外

のフォネームが子音フォネームである｡母音フォネームは､単独で､あるいは､音節

をひらく子音と結合 して､音節主音になり､音節を形成することができる.そのとき､

みじか母音フォネームは､音数律的に1モーラのみじかい音節を形成し､なか母音フ

ォネームは､2モーラのながい音節を形成する｡

平良方言は､モーラ (拍)にかぞえることのできる方言であるが､母音フォネーム

だけでなく､子音フォネームにも長短の対立があって､子音フォネームは ｢みじか子

音フォネーム｣ と ｢なが子音フォネーム｣ にわかれる｡

平良方言には､単独で2モーラのながい音節をっくることのできる子音フォネーム

がある｡これが ｢なが子音フォネーム｣である｡なが子音フォネームは､他のフォネ

ームと結合して音節を形成することはない｡

みじか子音フォネームは､音節副音として音節をひらく位tlLLTtにきて､母音と結合し

て音節を形成するばあいと､他のフォネームと結合することなく､単独で音節を形成

するはあいとがある｡音節副音として音節をひらく位故にしかくることのできない字

音フォネームがある｡これを ｢音節をひらく子音フォネーム｣とよぶことにする｡ま

た､単独で音節を形成できるだけでなく､音節をひらく位位にもくることのできる子

音フォネームがある｡これを ｢音節をひらき､かつ音節をつくる子音フォネーム｣と

よぶ (以下では単に ｢音節をつくる子音フォネーム｣ とよぶ)｡この ｢符節をつくる

子音フォネーム｣が単独で形成する音節は､ 1モーラのみじかい音節である｡

また､音節をつくる子音フォネームは､音節副晋として苦節をひらく放血にきて､

音節主音としての母音フォネームと結合して､音節をひらくF汚フ*ネームとおなじ

ように､音節を形成することもできる｡なが敢行フォネームと結合すれば､2モーーー)

の音節を形成し､みじか母昏フォネームと結合すれば 】モーラの珊 を形成すること

になる｡

単独で音節を形成できる )訂切lて宵節を形JRできない

音節をひらくことができる 音節をつくるf雷フォネーム 晋肺をひらく-f1.だフォネーム

みじか母音フォネームをVて､なか母音フォネームをV :で､みしか千古フォネー

ムをCで､なが子音フォネームをCTでしめすと､平良方皆のフォネーム =音節柵造

はつぎのようになる｡
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1音節lモーラ C /mim/耳､/kuv/昆布､/mta/土

Ⅴ /aca/明日､/ im i/夢､/utu/普

CV /sata/砂糖､/butu/夫､/jama/山

1音節2モーラ C= /V:/売る､/mニ/芋､/n;/うん､肯定の応答

VT /a:/襲､/ i:/胃､/u=/追う､/o=/青い

CV: /ka:/皮､/mi=/目､/pu:/帆

平良方言のフォネームは以下にしめすとおりである｡

母 膏フォネーム

み じか貯好フ*ネーム/1, i,a.u/

なが駄古フォネーム / 1こ, i:, eこ,a=, 〇 二,u:/

手許フォネーム

みじか子音フォネーム/p.b, t,d.k.g,C, Z. f, U, S.m.n, r

pj.bj,tj,dj.kj,gj,cj,zj,fj,vj,sj,mj,nj,rj

j,kw.(W),(h)/

心が下市フォネーム /LJ:.rn:.n:/

(i;1三)平良ガ ~.吉を は じめとする常占諸方言､そして､琉球列島詩方言のおおくの方言

では､ ｢手｣ ｢日｣ r顛｣などの倭準語の 1モーラl音節の単語に対応する単語

の母音がなが母音化していて､1モーラ1音節の単語は存在せず､音声的にもっ

ともちいさい単語は2モーラ1音節のものである｡

(注)平良方言をはじめとする宮古諸方言では､形容詞の活用形のひとつに語幹をふ

たつかさねてつくるタイプがある｡

/taka:taka/高い､ /upu:upu/大きい

/pisi:pisi/寒い､ /kal:kal/軽い

/iv:iv/重い､ / jamニjam/痛い

この形容詞の ｢畳語形｣の最初の語幹の末尾は､なか母音フォネームになる｡

そして､当該の形容詞が程度強調をうけて発音されるとき､2モーラ以上に低く

強くのばされる｡母音をなかく､しかもピッチは低く､強くのばす程度強調は､
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形容詞に限らず､副詞や感動詞にもみられ､宮古諸方言に顕著である0

4.3.母音 フ ォネーム

平良方言の/1//1:/は､舌先母音で､舌先あるいは前舌の舌先よりの部分を

歯茎あるいは歯茎よりの硬口蓋に接近させてつくる母音である｡上村幸雄1989がいう

ように､この母音の調音点は､D.Jonesの母音四角形のそとにある｡/i//i=/

と/e:/はともに前舌の母音で､/i/がせま母音で､/e/が半せま母音である｡

/a//a:/は､ひろ母音である｡/u//u=/は奥舌のせま母音で､/o:/

は奥舌の半せま母音である｡/u//u=/と/o//o=/はともに円唇で､それ

以外の母音は､非円唇の母音である｡みじか母音フォネームには半せま母音がない｡

平良方言の母音フォネームの特徴として､みじか母音フォネームがせま母音にかぎ

らず､ひろ母音も無声化することをあげることができる｡この母音の無声化は､なが

母音フォネームにはみられない ｡母音の無声化は､撫声子音に挟まれたときだけでな

く､語末でもおこる｡ただし､語末での無声化は､義務的ではなく､ていねいに､ゆ

っ く りと発音されるときには無声化しないことがある｡

ま た､みじか母音の無声化は､ 平 良 方 言 話 者 の は なす脚 語の発話のなかにも観察

でき ､方言には語例がない､み じ か い 半 せ ま 母 音 / e//o/も撫声化する｡

脚 語の母音フォネームと平良方言の母舌 フ ォ ネ ームの対応は､つぎのとおりであ

る｡ (脚 語との対応を しめすときに酔苛の艮短 を触税することがある｡)

捷弊漕 - 平良方言

/a/- /a/ 〔pana〕花･鼻､ 〔k o La n a 〕 包丁 (｢刀｣に対応)

/i/- /1/ 〔pSlgi〕髭､〔pSld aり 左 ､ 〔pSl卜u)人

/u/- /u/ 〔u専〕年､ 〔 ju :〕脇 ､ 〔m u k u)柿

/e/- / i/ 〔i:〕柄､ 〔 p i :〕庇 ､ 〔m jニJH､ 〔Loki〕竹

/o/- /U/ 〔pun i 〕 骨 ､ 〔 p u : 〕帆､ 〔munu〕物

止の対応I低 木的な対応 で あ っ て ､ ど ん な子音と結合するかによって､すなわち押

掛 こよって､あるいはその音節がおか れ る環境によって､いくつかのちかったタイプ

の音韻対応がみられるし､例外的な音組対応もみられる｡
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4.3.1.舌先母音/1//I:/

平良 方言の/1/ Pl, Sっ, 1]は､舌先､あるいは前舌の舌先寄りの部分を歯茎

あるいは歯茎寄りの口重に接近させ､そこでせばめをっくっている｡舌先母音/1/

は､有声の破裂音/b//g/と結合するときには､子音のでわたり-母音のいりわ

たりに有声の摩擦音 〔Z〕が観察される｡このアロフォンを Pl〕と表記する.無声

の破裂音/p//k/と結合するときには､子音のでわたり-母音のいりわたりに無

声の輝瀬音 〔S〕がきかれるOこのアロフォンを Pl〕で表記する.無声子音にはさ

まれたり､語末にきたりして無声化した舌先母音/I/のアロフォンを Pl〕で表記

する｡このアロフォンが摩擦音 〔S〕の調音と基本的におなじであることはさきにの

べたとおりである｡舌先母音/1/の摩擦は､語頭の音節で呼気がつよくなり､語末

では呼先のよわまりにともなって摩擦もよわくなる｡摩擦のよわい､あるいは摩擦の

ないアロフォンを 〔日 のように表記する.

舌先殴晋/1/は､原則として標準語の/i/に対応してあらわれるo標準語の各

行のイ段の音節と平良方言の音節の対応は以下のとおりである｡

/i/- /1/ Pl:〕飯､ 〔mal)栄 (｢米(まい)｣に対応)

/i/ 〔iD〕犬､ 〔itsltSl〕五つ､ 〔iftsl〕いくつ

/ki/- /kl/ 〔kSlmu〕肝､ 〔kSTIO〕着物 (｢衣(きぬ)｣に対応)

/gi/-/gl/ 〔叩g31〕右､ 〔mug2:1〕麦

/si/- /s/ 〔us〕牛､ 〔sta〕下

/zi/ 一一/zl/ 〔dzl=〕地､ 〔pidzl)肘､ 〔ko:dzl〕麹

/ci/ - /cl/ 〔tsl=〕血､ 〔tslkaf〕近く､ 〔rptsl〕道

/ni/ - /ni/ 〔niニ〕荷､ 〔ni=〕子､ 〔nid3u=〕二十

/D/ 〔kap〕蟹､ 〔dsiP〕お金 (｢銭(ぜに)｣に対応)

/hi/ -｢/pl/ 〔pSlgi〕髭､ 〔psld.al〕左､ 〔psTtu〕人

/bi/- /bl/ 〔kab2;l〕紙 (｢カビ｣に対応)

/mi/ -/mi/ 〔mi=tsl〕三つ､ 〔mirp〕耳

/ql/ 〔qltSl〕道､ 〔TPdzu〕溝､ 〔miTTl〕耳

/ri/一一/I/ 〔tul〕鳥､ 〔ma:1〕捜

また､榛準語の ｢ツ｣ ｢ズ (ヅ)｣の音節にふくまれる奥舌せま母音/u/に対応

して､平良方言では舌先母音/1/があらわれる.標準語の ｢ル｣に対応する音節に

ち/1/があらわれる.
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/cu/ - / C1/ 〔tslmi〕爪､ 〔ts甘nu〕角､ 〔tssTkSl〕月

/zu/- /zl/ 〔kidzl)傷､ 〔midzl]水

/ru/- /1/ 〔pial〕ニンニク (蒜(ひL)6こ対応)､ 〔ju2=1〕夜

舌先母音/ 1/は､結合する子音フォネームに制限がある｡破裂音/k. g, p,

b/､破擦音/C, Z/とは結合するが､その他の子音フォネームとは結合 しない｡

すなわち､平良方言には､/f1//vl//ml//nl//r1//j1//w

1/などの音節は存在しないのである｡

なが母音/1:/IL つぎのような単語にあらわれる｡

①榛轍 の 1音節語に対応して｡

〔bSl:〕亥 (十二支)､ 〔dZl:〕地面､ 〔dzl:〕痔

②形容詞の畳語形のなかに｡

〔sabZl:SabZl〕さっぱりした､ 〔nab21:na bZl〕すべっこい

〔atsl=atSl]暑い

③その他の語例

〔gal:pa)かんざし､ PI‥Sa〕唖､ 〔kSl:b a :〕牙､八蛮歯

〔bZl:〕坐る､ 〔bZl:kumjaZIZu〕師､ lLsl:bl)交侶

4.3.2.前古せ ま母音/i// i:/

前舌せま母普/i// i:/は､非円債の母骨である｡城川として､雌亨帆.Ifの/e/

に対路 してあらわれる｡機軸語の各行のエ段の音節と甲良方■LIとの射瓜まつぎのとお

りである｡

横準語 平良方富

/e/- /i/ 〔i=〕柄､ 〔kui〕声､ 〔mai〕F-1;I

/虹e/- /ki/ 〔kir〕毛､ 〔tやki〕竹

/ge/ - /gi/ 〔kagi〕影､ 〔pslgH 髭

/se/ - /si/ 〔aJi〕汗､ 〔kiJiり 煙管
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/ze/ -/zi/ 〔kad3i〕風､

/te/ - /ti/ 〔ti:〕手､

/de/ - /di/ 〔udi〕腕､

/ne/ - /ni/ 〔ni:〕根､

/he/- /pi/ 〔pi:〕屈､

/be/ - /bi/ 〔nabi〕鍋､

/me/ 一丁/mi/ 〔mi:〕目､

〔d3ip〕銭

〔utu〕昔

〔sudi〕抽

〔puni〕骨

〔pira〕-ら

〔jubi〕昨夜

〔mami〕豆

/∫e/ - /ri/ 〔arari〕電

前述したように､標準語の前舌せま母音/i/に対応するのは､基本的には舌先母

晋/1/であるが､音節によって､また単語によっては､/1/にならず､/i/の

ままあらわれるばあいもある｡とくに､棟準語の語頭にあらわれる/m i//ni/

/ i/は､平良方言でも/mi//∩i// i/であらわれる｡

機 軸 語 平良方言

/ni/ ･/ni/ 〔ni:〕荷､二､子 (十二支の一つ)

/p/ 〔kaや〕蟹､ 〔uD〕鬼

/mi/ -/mi/ 〔mi:Lsl]三つ､ 〔m i7Tl〕耳

/叩/ 〔milTt〕耳､ 〔kaTP〕神､ 〔TPtSl]適

/i/ - / i/ 〔io)犬､ 〔iftsl)いくつ､ 〔itsl]いっ

/1/ Pl =〕飯､ 〔mazl〕米(マイ)

また､ ｢木｣ ｢起きる｣の 〔ki〕が 〔kり とならず､ 〔ki〕となる｡上代特

殊仮名通いの乙類の ｢き｣が琉球列島諸方言で甲類の ｢き｣とちがった変化をするこ

とがある｡原則として､標準語の/ki/に対応する平良方言の音節は､/k1/で

あり､鮮 語の/ke/に対応する平良方言の音節は/ki/である｡しかし､つぎ

のふたつの単語はその例外となるものであり､この単語はすべての琉球列島諸方言で

同様な形であらわれる｡

/ki:/木

/ukil/起きる

ただし､乙類の ｢キ｣がすべてこのようにあらわれるわけでもなく､また､上代特

殊収名適いの甲乙の区別が平良方言をはじめとする宮古諸方言で完全にたもたれてい
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るというわけでもないようである｡

みじか母音/i/には､無声化したアロフォン 〔i〕がある｡無声化した 〔i〕は､

無声子音にはさまれたときにあらわれるほカ＼ 語末､文末でもあらわれる｡

〔kita〕桁､ 〔kiJi㌔〕煙管､ 〔pita〕下手､ 〔piJi〕平瀬

〔Jikip〕世間､ 〔piJisa〕寒さ､ 〔aJi〕汗

後続する音節が/si/ 〔Ji〕のばあい､無声化する前舌せま母音/i/ 〔i〕

のアロフォンとして 〔J〕があらわれることがある｡この 〔J〕は､音節主音として

機能しているようである｡

/kisi/ 〔kiJi〕～ 〔kJJi〕切って (動詞の第二なかどめ)

/pisisa/ 〔piJisa〕～ 〔pJJisa〕寒さ

同様に､先行する子音が有声音のとき､あるいは後続する子音が摩擦音 〔3〕のと

き､前舌せま母音/i/のアロフォンとして摩擦音 〔3〕があらわれることがある｡

これも､摩擦音 〔3〕が音節主音として機能しているようにみえる｡

/bi3i/ 〔biSi〕～ 〔b33i〕座れ (動詞の助命形)

/i3i/ 〔i3i〕～ 〔33i〕入れて (動詞の第二なかどめ)

この現象は､後椀する苦節/si/ 〔.∫i〕の逆行M化(regressiveassimHation)

によって生じたともかんがえられる｡あるいは､ 〔㌔ 3i〕というアロフォンがしば

しばみられることから推寮すると､謡曲におけるつよい呼矧 こよって､iilltキ曲がさら

に前におしやられて､舌先母昏/1/が発生し､その舌先母哲の舶行脚 ヒによって後

投の子音を摩擦普化させたのちに､こんどは後挑する予骨の逆行同化によって 〔∫〕

〔3〕 に なり､さらに､前舌せま母音/i/に変化させたのかもしれない｡ここでも

空 責し力学的な条件がつよくはたらいている｡

oire - 21ri .-+ Z13i - 33i

なが母音フォネーム/i:/はつぎのような ばあいにあらわれる｡

①捷準語の 1音節語に対応して｡

〔ti:〕手､ 〔kir〕毛 ･木､ 〔p i = J尿､ 〔ni:〕叔 ･1･(卜二度)
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〔m iニ〕目･巳 (十二支)

②語幹兼が/i/でおわる形容詞の畳語形の前半の語幹末の子音フォネームがなが

母音/i/であらわれる｡

〔piJi:piJi〕寒い､ 〔imi=imi〕小さい

〔puri:puri〕ぱかな

③標準語のエ段長音に対応して｡

〔JinJi:〕先生､ 〔Ji=tu〕生徒､ 〔ki=satsl〕替察

〔ki:Jitsl)啓争､ 〔tvki=〕時計

④その他の語例

〔pS1ti:tsl〕一つ､ 〔miニtSl〕三つ

4.3.3.前 古半せ ま母音/e//eニ/

前述したように､脚 語の/e/に対応する平良方言の母音は/i/なので､みじ

か敬啓の/e/は､原則としてみられない.また､なが母音/e=/も､つぎの単語

にあらわれるだけであ る｡｡

(1)語幹末が/i/でおわる形容詞の畳語の程度強調をうけた形のなかにみられる.

程度強調をうけないときは､/iこ/である｡

〔piJe=piJi〕寒い､ 〔ime;imi〕小さい

(2)その他の語例

〔gude:gukku〕鶏の鳴き声 (擬声語)

4.3.4.ひろ母音/a//a;/

平良方言の ひ ろ 母 音/a//a=/の調音は､榛準語のそれとはぼおなじである｡

平良方言のはあい､さきにものべたように､みじかいひろ母音/a/は､語頭の音節

で､しかも撫声子音にさきだたれ､かっ後続する子音も無声子音であるばあい､無声

化したアロフォンであらわれる｡ひろ母音/a/の無声化は､せま母音の無声化にく
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らべて義務的ではなく､無声化しないこともおおい｡

ひろ母音/a/は､原則として､標準語の/a/に対応してあらわれる｡榛準語の

各行のア段の音節と平良方言の音節との対応は､以下のとおりである0

凄準語 平良方言

/a/ - /a/ 〔atsa〕明日､ 〔aka:aka〕赤 い

/ka/ - /ka/ 〔k卑Sa〕笠､ 〔k専ta〕･肩

/ga/ - /ga/ 〔kaga叩〕鏡､ 〔gakSTl〕餓鬼 (食いしん坊)

/sa/ - /sa/ 〔Sやta〕砂糖､ 〔Sやki〕 酒

/za/ - /za/ 〔kadZa!mu〕風下､ 〔tSu=dzara〕中m

/ ta/ - / ta/ 〔toka〕鷹､ 〔t8ku〕蛸､ 〔fta〕蓋

/na/ - /na/ 〔nada〕涙､ 〔natslj夏､ 〔pana〕花､舟

/ha/ - /pa/ 〔pana〕花､鼻､ 〔p争ka〕基､ 〔p争Sa叩〕欽

/ba/ 一一/ba/ 〔baso:〕芭燕､ 〔baJa〕馬車

/ma/ - /ma/ 〔mata〕股､ 〔mam i〕豆､ 〔!ma〕島

/ra/ - /ra/ 〔sara〕皿､ 〔bara〕藁､ 〔mura〕村

/wa/ -｢/ba/ 〔bara〕藁､ 〔bakamunu)若者

なが母音の/a:/はつぎのようなばあいにあらわれる｡

①頓敬語の l音節語に対応してO

〔ta:〕田､ 〔na=〕名､ 〔pa:〕噛､ 〔ni:〕触

②語幹兼に母音/a/があらわれる形容詞の位語形のなかに｡

〔aka=aka〕赤い､ 〔toka:iOka〕置qTい

〔baka:baka〕ぷい､ 〔japa:japa〕発らかい

〔aYva:ayva〕脂っこい､ 〔ikjara:ikjara〕少ない

③標準語の/-awa/という音声迎椴の/W/が､平良方昔では脱落して､なか

母音/-aニ/であらわれる｡

〔na:〕組､ 〔ka:〕皮､川 (井戸の意味)､ 〔a:〕戎

〔ukSTLna:〕沖純､ 〔ta:ra〕俵

④接準語の-行田段動 詞 に対 応する平 良 方言の動詞のうち､代丑形 (いわゆる終止
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形)の語尾に母音/o:/を含む動詞の rさそいかける形｣の語尾

〔ko:〕買う 〔ka:〕買おう

〔aroニ〕洗う 〔ara:〕洗おう

〔fo :〕食う 〔fa:〕食おう

⑤同じく上記の動詞の否定の形の語尾に｡ (これは③の現象とも重なる｡ )

〔ko こ〕買う

〔aro:〕洗う

〔fo:〕食う

〔po:〕追う

〔ka=D〕買わない

〔ara:D〕洗わない

H a:p〕食わない

〔pa:p〕這わない

⑥みじか母音/a/でおわる名詞にとりたての助詞 〔-ja〕のついた形

〔pana〕鼻､

〔baia〕股､

〔sana〕傘､

〔¢nama)今､

〔pana:〕鼻は

〔bata:〕腹は

〔sanaこ〕傘は

〔onama=〕今は

⑦み じか附 / i/でおわる名詞にとりたての助詞 〔-ja〕のついた形

〔pan.i)羽､ 〔panja:〕羽は

〔saki)酒､ 〔sakja:〕酒は

〔am i〕雨､ 〔amja=〕雨は

〔jarab i〕子供 〔jarabjaニ〕子供は

このばあい､結合する子音 (語幹末の子音)は､口蓋音化 した子音フォネームにな

る｡

⑧その他

〔Ja=ka〕早朝､ 〔ma:m a〕継母､ 〔pja=pja=〕早い

〔okja二〇〕昔

4.3.5.奥 舌 半 せま母普/o//〇二/

この奥舌半せま母音/o//o:/は円唇である｡前述したように標準語の/o/

に対応する平良方言の母音は/u/なので､みじか母音の/o/は､原則としてみら
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れない｡また､なが母音/o=/は､つぎのようなはあいにあらわれる｡

(11二重母音/ao//au/が融合してなが母音/o:/があらわれる｡

〔o :〕青､ 〔so=〕竿､ 〔to=S〕倒す､ 〔no =!〕直す

〔bo :〕棒､ 〔koこ〕線香､ 〔to =〕中国 (唐に対応)

(2括代日本語のハ行四段動詞の語幹末が/a/になる動詞の終止形の語尾にあらわ

れる｡

〔ko :〕買う､ 〔aro =〕洗う､ 〔bako=〕奪う､ 〔po :〕通う

〔fo :〕食べる (食らうに対応)

(3)みじか母音/u/でおわる名詞のとりたて トja)のかたち

〔butu〕夫 〔butoこ〕夫は

〔muku〕婿 〔muko;〕婿は

〔nunu〕布 〔nuno=〕布は

(4)みじか母音/a/でおわる名詞の対格 トju〕のかたち

〔sgta〕砂糖 〔soto:〕砂糖を

〔TTlma〕祖母 〔rrlmO ニ〕祖母を

〔buba〕伯母 〔bubo :〕伯母を

(5)語幹未が/u/でおわる形容詞の丑語形の種皮助調をうけた形

〔upo=upu〕大きい､ 〔ffo :ffu〕nqい､ 〔早SO:専 S u 〕 向い､

〔ma:ko:ma:ku〕丸い､ 〔pSISO:p81Su〕広い

(6)その他の語例

〔po :kSl〕帝､ 〔bo :〕唱名 (王[ワウ]に対応)､ 〔Lo:〕 誰

〔do :dzl :do=dz旬〕上手､ (ko=ko:〕貧しい､ 〔go:ra〕[?

瓜､ 〔pudzo =〕煙草入れ､ 〔soこki〕爪､ 〔mo:ki〕鮒 ナ

〔no =〕何､ 〔jo:jo:〕弱い､ 〔o ニ〕喧嘩､ 〔O:gり JB

〔to:f〕豆腐､ 〔bigo:bigo:〕揮い
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4.3.6.奥舌せま母音/u//u:/

奥舌せま母音/u/ 〔u〕の典型的なアロフォンは上下の唇をつきだすように丸め

た母音である. とくに､/su/ 〔su〕､/cu/ 〔tsu〕､/zu/ 〔dzu〕な

どの舌先の摩擦音､破擦音と奥舌せま母音/u/が結合するばあい､くちびるでの丸

めl蛸 著である｡

平良万富の/u/は標準語の母音/o/および/u/に対応 してあらわれる｡ただ

し､脚 語のケ段に対応する音節のばあい､後述のように､先行する子音の条件によ

って､平良方言において母音/u/が脱落して成節的な子音に変化 したり､舌免母音

/1/に変化 したりして､オ段の音節との対応はど願書なものではない.

(立脚 語の各行のオ段の音節と平良方言の音節との対応はつぎのとおりである｡

脚 平良方言

/o/- /u/ 〔uj.a〕臥 〔uo〕鬼

/ko/ - /ku/ 〔収um i)米､

/so/- /su/ 〔svklu〕底､

/zo/ - /Zu/ 〔qlZu〕渦､

/ io/ 一一/tu/ 〔tul〕瓜､

/do/ - /du/ 〔duru〕泥､

/no/ - /nu/ 〔nunu〕布､

/ho/ 一 一ノ pu/ 〔pumi〕骨､

/mo/ -/mu/ 〔mu=〕藻､

/ io/- / ju/ 〔jul〕夜､

/ro/ 一一/ru/ 〔iru〕色､

〔kui〕声､ 〔muku〕婿

〔sudi〕抽

〔kudZu〕去年[コtJ]

〔わutlJtul)おととい

〔duku〕暮､ 〔budu り 解り

〔tslnu〕角､ 〔buTnu〕斧

〔pu;〕帆､穂､ 〔upuni〕大根

〔mumu〕腿､ 〔kSlmu〕肝

〔jumi〕嫁､ 〔juku〕横

〔fkuru〕袋､ 〔duru〕泥

(2腰聯語の各行の中段の音節と平良方言の音節との対応はつぎのとおりである｡

榛 準 語 平良方言

/u/ - /u/ 〔u!〕年､ 〔udi〕腕､

/mu/ - /mu/ 〔muku〕婿､ 〔mus〕虫

/ ju/ - /ju/ 〔ju=〕溶､ 〔jurp〕弓

/nu/ - /nu/ 〔nunu〕布､ 〔nu!tu〕臥
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標準語の/su//tsu//d之u/および/ru/､すなわち､舌先音と母音/u/

とが結合した音節に対応する平良方言の音節の母音は/u/ではなく､/1/に変化

しているか､あるいは/I/からさらに変化して母音を消失させている｡

標準語 平良方言

/su/- /s/ 〔s sl〕巣､ 〔us〕臼

/tsu/一丁/tsl/ 〔tslnu〕つの､ 〔tslmi〕爪､ 〔totsl)巌

/dzu/- /dzl/ 〔m idzl〕水､ 〔kidZl〕侮

/ru/- /1/ 〔juzl〕夜､ 〔saZl〕申 (十二支)

また､榛準語の/ku//gu//hu//bu/に対応する平良方言の音節は､

●ku･pu> ●fu>f､ ●gu･bu> ●uu>Yのように奥舌せま母音/u/

を脱落させ､成師的な子音に変化している｡

標 準 語 平良方言

/ku/- /∫/ 〔fmu〕望､ 〔fsa〕草､ 〔ma∫fa)枕

/gu/- /Y/ 〔do :Y〕道具

/hu/-｢ /チ/ 〔fni〕船､ 〔to:f〕豆 腐

/bu/-｢/Y/ 〔ayva〕油､ 〔pau〕蛇 (｢-プ｣に対応か)

単独で語中にあらわれる標準語の母音/o//u/に対応する平良方言のばあい､

先行する母藩と馳合するので､語中に粒独の/u/があらわれることはない｡

なが杜音/u:/は､つぎのようなばあいにあらわれる｡

①脚 語の l音節語に対応して｡

〔pu:〕帆､穂､〔nu:)野､ 〔mu:)離､〔ku:〕扮

②語幹末の母音が/u/になるタイプの形容詞の12詔好の松此助淵をうけないJP/｡

程度強調をうけると､前半の語幹束の駄藷が/o:/になることがある｡

〔upu:upu〕大きい､〔ma:ku:ma:ku〕丸い

〔psISu..PS1aSu〕広い､ 〔ffu:ifu〕W.い

③古代日本語のehu,ewo,oho.ohu,owoなどが地金して｡

〔kju=〕今日､〔bju:〕酔う､ hju:tu〕夫的
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〔kSqnu:〕昨日､ 〔tuニtu=〕遠い､ 〔tu=〕十

④みじか母音/u/でおわる名詞の対格 (-iu)のかたち

〔muTnu)腿､ 〔mumu;〕腿を

〔butu〕夫､ 〔butu=〕夫を

〔duru〕泥､ 〔duru=)泥を

⑤みじか舟音/i/でおわる名詞の対格 [-ju〕のかたち

〔jum i〕嫁 〔jumju=〕嫁を

〔pumi〕骨 〔punju:〕骨を

〔sudi〕袖 〔sudju=〕袖を

このばあい､結合する子音 (語幹兼の子音)は口蓋音化 した子音フォネームになる｡

⑥ハ行四段動詞で語幹末の母音がUでおわるタイプの動詞

〔ku:〕乞う､ 〔nu:〕縫う､ 〔jukuニ〕休む､ 〔umu:〕思 う

ただし､<習う>は 〔a名l〕となっていて､例外.

⑦その他の於例

〔pu:〕帆､ (bu二g21)砂糖黍､ 〔tu=tu=〕遭い､ 〔du=〕胴､

〔ku:muj<1〕ゴキブリ､ 〔g.u :〕仲間､ 〔suニ〕潮､ 〔dzu:〕さあ

(よぴかけ)､ 〔tsu=tsu;〕強い､ 〔mu=〕ホンダワラ (海草)､ 〔nu

:ma〕馬､ 〔ju:〕湯､ 〔u=du〕布団

4.3.7.二重母音について

奄美沖紙方言群において棟準語の/ai//ae//ue/などの二重母音が融合

するのとちがって､平良方言では､これらの二重母音が敵合せず､平良方言では､つ

ぎのような二重母音がみられる｡

前 蝿 上

平良方言 〔mai〕 〔paZl〕 〔ui〕

首里方言 〔me:〕 〔oeT〕 〔?wi=〕

名瀬方言 〔m芭:〕 〔0 ･さ て〕 〔?W'1'ニ〕
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平良方言の二重母音は､つねに前にくる母音がひろい母音で､後にくる母音がせま

い母音である｡

/ai/ 〔aimunu〕あえ物､ 〔mai〕前､ 〔pai〕南､ 〔kai〕彼

〔kaina〕腕､ トmai〕-ら (助詞)､ 〔nai〕地霞

〔fai〕食え､ 〔kai〕買え､ 〔kaiba〕買えば､

/al/ 〔ma㌔〕米､ 〔pa㌔〕蝿､ 〔utuga㌔〕顎､ 〔JJa㌔〕白蟻

〔karapa2il〕灰､ 〔agaZl〕東､ 〔buna2:1〕姉妹

〔saga'L')下がる､ 〔tama2;l〕溜まる､

/ui/ 〔ui〕上､ 〔uipSltu〕老人､ 〔muidzo :ki〕箕

〔kui〕声､ 〔nubui〕首

〔ubuiru〕覚えろ､ 〔kuiru〕越えろ

/ul/ 〔muZュ〕森､ 〔!nuZl〕モズク (海草)､ 〔tuZl〕和､ 〔ju2;1〕

夜､ 〔nuZl〕糊､ 〔midu2;1〕木の芽､ 〔fu之1mabo:〕

〔tuzl〕取る､ 〔muZl〕盛る､ 〔buZn〕折る､ 〔puZl〕掘る

/ il/ 〔iZl〕西､ 〔iZn〕錐､ 〔nubi名l〕野蒜､ 〔mi2;1〕 (魚などの)

身､ 〔iZlki〕餅､ 〔pi2:1〕ニンニク､ 〔piZl〕針

〔ukiZ1〕起きる､ 〔tati2;1〕立てる､ 〔ibiZl〕植える

注)城辺町鼠良､新城､池間島などの方言では､二頂母菅/au//ao/など

も融合せず､二琉母音のまま保存されている｡

-72-



4.4. 子音 フ ォネ ーム

平良方言の子音フォネームを､(1)調音の方法､(2庸音の位置､(3声門の状態､(4)口

葉音化 と唇音化の有無､のよっつの基準にしたがって分頬することができる｡平良方

Gtの子音フォネームは､調音の方法によって､破裂音､破擦音､摩擦音､鼻音､流音､

半母音にわかれる｡破裂音､破擦音､摩擦音は､さまたげ昔(Obstruents)であり､鼻

骨､純音､半母音は､ひびき音(somamts)である｡調音の位置でみると､両唇音､唇

歯晋､前舌晋､輿古書､声門音がある.調音の位忠に唇歯昔 (上の前歯と下唇の摩擦

普)があるのは､平良方言の特徴である｡

声門の状健､すなわち､声門における振動の有触 こよって､子音フォネー ムは ､ 有

声音と触声膏にわかれる (声稀が振動するばあいを有声音､振動がないばあ い を 無 声

宵という)が､平良方言のばあい､さまたげ音は無声音と有声音の対をもっている が ､

ひび轟音はすべて有声音である｡奄美沖孤方言群の多くの方言にみられる喉魂/非喉

朗の対立がみられないのも平良方言の特徴のひとつであろう｡

･l句 ヽ (し 両唇音 膚歯音 前舌昔 奥舌音 声門昔

さまたげ血日 破裂音 仰 晋 p pj ･ttj kkj(l仰)

仰 晋触声曹有声音 b bj d dj ggj(gw)破擦音 c cjz zj

棚 昔 撫声音有声音 ffjV vj s sj (h)

ひびき也 鼻 音 有声音 m mj n nj
流 音 有声音 r rj

()内は､語例の少ない､周辺的なフォネームである｡

さきにものべたように､平良方言の子音フォネームを単語内での位置や音節形成-

の参加のしかたという観点から以下のように分類することができる｡
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みじか子音フォネーム

屯が子音フォネーム

音節をひらく子音フォネーム

p, b, t. d, k, g. r, j.pj.bj.tj,dj,

kj,gj,fj,vj, sj,mj.nj,rj,kw.gw,h,W,

音節をつくる子音フォネーム

f,U,S,m,∩

U二.m;,nニ

平良方言の子音フォネームは､みじか子音フォネームとなが子音フォネームにわか

れる｡

(:?:a

祖母

芋は (:号:lan

向かい

似ている

平良方言のなが子音フォネームは､うえの例のように単独で音節を形成し､単語を

あらわすことができる｡子音フォネームに長短の区別のあることを平良方言の音声的

な特徴のひとつとしてあげることができるだろう｡

みじか子音フォネームには､音節をひらく子音フォネームと､音節をつくる子背フ

*ネームの2種類の子音フォネームがある.音節をひらく子音フォネームは､閑音節

の音節をひらく位置 (①)にしかくることのできないものであるo音節をつくる子背

フォネームは､単独で音節を形成するばあい､②語頭､③語中､④語尾のいずれの位

位にもくることができる｡また､音節をひらくIf晋フォネームは､閑汗節の津節をひ

らく位戯 (①)にもくることができ る o

(丑 〔pa:〕歯 〔du:〕胴

② 〔叩ta〕土 〔yda〕太い

③ 〔akaTTlta〕赤土 〔kiys)煙

④ 〔kaTTl〕神 〔kuy〕比布

〔lTli:〕Il■

〔pkl)神刑

〔akaogtlJ亦ん助

〔kap)恕

平良方言の子音フォネームの音節形成能力を簡r即こ盛 に しめ す O

祭 主J L なか讐 フ__チネーム____ _】 ｣
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4.4.1.みじか子音 フォネーム

4.4.1.1.音節をひらく子音 フォネーム

音 節をひらく子音フォネームは､口蓋音化を特徴とする子音フォネーム (勧音節を

つくる子缶フォネーム)と､唇音化を特徴とする子音フォネーム (合勧音節をつくる

子許フォネーム)､口蓋音化も唇音化も特徴としない子音フォネーム (直音節をつく

る子音フォネーム)のみっつのグループにわけることができる.

音節をひらく子音フォネームは､つねに母音フォネームとむすぴっき､音節をひら

く位班にくる｡

口新 化も樗市化も特徴としない子音フォネーム

/p,b,i.d.k.i, C. Z. r.(h)/

n盃骨化を特徴とする子音フォネーム

/pj,bj.Lj,dj.kj.gj,cj,zj.rj.vj,sj,mj,nj,rj, j/

何部化を特徴 とす る子音フォネーム

/ (W.kw.帥)/

rコ懲古化を特徴とする子苛フォネームには､破裂音(pj,bj.tj,dj,kj,gj)､破

擦音(cj,zj)､摩擦音(fj,vj.sj)､鼻音(mj,nj)､流音(rj)､半母音(j)の調音

方法がそろっているが､口蓋音化も唇音化も特徴としない子音フォネームには､破裂

普 (p, b, t,d, k, g)､破擦音 (C, Z)､流音 (r)､摩擦音 (h)があ

るが､騒音などが欠けている.この欠けている鼻音 (m, n)や摩擦音 (f, V, S)

は､音節をっくる子音フォネームである｡唇音化を特徴とする子音フォネームは､い

ずれも語例がすくなく､周辺的なフォネームである｡

4.4.1.2.音節をつくる子音フォネーム

音節をっくる子音フォネームは､すべて口蓋音化も唇音化も特徴としない子音フォ

ネームである｡そして､調音方法の面からみると､鼻音､流昔､摩擦音である｡/m/

/n/は鼻音で､ひびき昔のグループに属するのであるが､/ち//f//v/は､

摩擦音で､さまたげ音のグループに属する｡音節をひらく子音フォネームに共通の音
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声上の特徴をあげるとすれば､いずれも継綻音だということだろう｡この継統昔であ

ることが､子音としての独立性､すなわち､単独で音節を形成できる能力を保証して

いるのであろう｡

音節形成能力の観点からみると､音節をつくる子音フォネームの摩擦音と鼻音は､

音節をひらく子音フォネーム､たとえば､破裂音や鼻音､流音にくらべて､多様な音

節形成の仕方をする｡

CI C2VIC S

摩擦音と鼻音は､うえにしめした､Cl･C2 ･Vl･C3のいずれの位斑にもた

つことができる｡Clは､直接母音フォネームと結合することなく､語頭にきて､子

音フォネーム単独で音節を形成するばあいである.C1 の位配にくる音節をっくる子

音フォネームがそれのみで単語をあらわすことはなく､つねに子音が後椀する｡この

とき､子音C1は単独で1モーラにかぞえられる｡

① 〔ssarrL〕しらみ 〔ffukal)黒い 〔uLJa〕おまえ

〔叩ma〕祖母 〔DnutSl〕倫

② 〔sda〕舌 〔fsa〕革 〔janaLJtSl)慈 ロ

〔sta〕下 〔fmu〕望 〔L)dakaり 太い

〔rrlta〕土 〔rLgZil〕妹

①のようにおなじ子音が迎統するばあい､ こ れ ま で 輝線ltT･くさまたりtlul･)が迎桃す

るとつまる晋 (促音)/Q/に､ひび善吉 (舟 骨 ) が迎舵するとはねる許/ N/とし

て解釈されることがあった｡

②のように､調音方法､調音点がことなる子 缶 が後統するとき､L卯 等のはあいには､

(1)とおなじように､はねる晋として解釈するが ､ 僻地符のばあい､/ら/であれば､

舌先母音/1/をおぎない､/f/であれば､輿舌せま降辞/u/をおぎなって角棚i

された｡そのとき､後続する子哲が無Fqb子音であれば､/s1/ 〔si〕､/fu/

〔fv)のように無声化した母音があるとみなされていた.

まず､ 〔fsa)についてみてみる｡ 〔rsa〕において 〔f〕と 〔s aJのあい

だに宮古方言に特徴的な円唇の母音 〔u)は臓 されない｡すなわち ､ C 1 からC2

にかけての部分に母音/ u/は観察されない｡

〔fmu)において､ 〔f〕と 〔mu〕との間にも陣缶//u/は紛 されない｡す

- 76-



なわち､CJ からC2にかけての部分にも､/ ffu-/のCl からC2にかけての

部分と同様に円唇の母音/u/は観察されない｡もし､母音らしさものが観察される

とすれば､そのC2が/m/のような有声音であるばあい､CI部の/f/からC2

部に迎椀する部分において､そのClの/f/の持続部の後半に有声音のひびさがき

かれることがある｡しかし､それは円唇母音の/u/がそこにあるのではなく､依然

として､下唇の.垂軸fjと上歯とのあいだでせばめが形成され､そこで調音されている｡

下唇の内側が上歯へのかるい接触による摩擦音 〔f〕から､ 〔m〕における両唇の閉

鎖による鼻腔での共鳴にいたるまで間平良方言の 〔u)に特徴的にみられる両唇をっ

きだした円啓の母音の発声のための動きはみとめられず､逆に 〔f〕の直接的な同化

作用によって後続する 〔m〕が単なる両唇を甜昔点とする鼻音ではなく､下唇と上歯

とを調音点とする鼻音 〔m)のような発声が観察されるはあいさえみられるのである｡

Cl部分をつまる昔/Q/と解釈する研究者もいることから､･C.からC2にかけて

母背/1/や/u/が実際に発音されていないことがわかる｡たとえば､ 〔ffuk

a1) ｢用いJのClからC2にかけての部分には宮古方言の母音/u/に特有な唇

の丸めがほとんどみられず､唇の内側の部分が下歯に接触 したままの状態でC2-逮

映していって､C2からつぎのVl部分においてはじめて唇の内側と下歯の接触が解

かれ､岡のまるめをともなった母音/u/が発音されるのである｡このC2 Vl 部の

/ ru/に舶型的にみられるような円唇の奥舌母音/u/はCl からC2 にかけての

恥 こほ蛇察されない. (fkuru〕袋のばあいも同様である｡

C3は､肝LT･とつよい結びつきをなし､音節をひらく位置にきて 1個の音節を形成

し､みじか母音と結合したときにはその昔節が 1モーラにかぞえられ､なが母音と結

合したときにはその音節が2モーラにかぞえられるような子音である0Cl やC3が

子音それだけで1モーラにかぞえられるのに対して､このC2は､子音フォネームそ

れのみではモーラにかぞえることができない.つまる音､はねる音をのぞく日本語棟

準 語の子音がこのような子音である｡音節主音であるⅤ.に対 して､C2は音節副昔

といわれる｡

③ 〔so :〕竿 〔fa:〕子 〔ua=〕豚

④ 〔S8ta〕砂糖 〔ffukal]黒い 〔vva〕おまえ

C3は､語末にくる子音で､その子音のみで 1モーラにかぞえられる｡平良方言の

ばあい､Csの位置にくることのできる成師的な子音には､は鼻音 〔rrl〕 〔p〕､摩

擦音 〔f〕 〔Y〕 〔早〕がある｡
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6)〔i叩〕海 〔mirTl〕耳

〔io〕犬 〔kao〕蟹

〔aH 蒸菓子の名 〔kif〕蒸気

〔ay〕象る 〔paY〕蛇

〔is〕石 〔pu!〕屋

おおくの研究者もC3の吐置にくる鼻音 〔TTl〕 〔D〕､有声の摩擦音 〔Y〕を成節

的な子音とみとめるが､無声の摩擦音 〔f] 〔写)がCsの位置にくるばあいは､母

音フォネームをおぎなって解釈することがあるoこれはClのばあいと同様に､語末

の母音が無声化 している (〔ftJ〕 〔sl〕)とかんがえるのである.

たしかに､平良方言のせま母音/u//i/は語末で無声化したアロフォン 〔U〕

〔i.〕があらわれるし､無声子音にはさまれたときほど､語末の無声化は義務的では

なく､無声化 しないこともある.Clの成師的な子音/i//S/に有声子音が後碗

するときのように､語末に/f//S/がくるときも､子音のでわたりに声帯の振動

がきこえることがある｡しかし､C1のばあいと同様に､語末の 〔日 のあとに､母

普/u/の調音に特徴的な唇のまるめはみられない｡

C3 に成師的な子音がくる名詞は､対梅の助辞一ju(槙準語の ｢を｣に対応)､

あるいはとりたての助静-ja(標準語の ｢は｣に対応)を後絞させた文法的な形は

語末の子音をかさねるという特徴をもっている｡ これはC3の位斑にたっ鈴音/m/

/n/のばあいも同様であり､語末に母音が存在しない､いわゆる成節的な子音を語

末にもつ名詞に共通の特徴である｡

(参/∩um/蚤

/ka机/蟹

/ia∫/伝

/pas/橋

/pav/舵

/fsu/#

/fii/イカの盛

/mummu/缶を

/kannu/悲

/jafだu/厄を

/passu/桶を

/pavvu/蛇を

/fsu:/発を

/ffju:/盛を

/numma/並は

/kanna/把は

/ ja∫∫a/旭は

/passa/掛 よ

/pa∀va/蛇は

/rsoT/卦 ま

/ffja:/卦 ま

子音フォネームがVlの虻田にくる例としては､つぎのふたっの語例がある｡

⑦ 〔rpttsa〕道は 〔fttsa〕鯨
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〔叩 ttSa〕も､ 〔fttsa)も､ 〔attsa〕<下駄>が 【at〕 〔tsa〕のふ

たっの音節にわかれるのと同様に､ 〔qlt〕 〔tsa〕､ 〔ft〕 〔tsa〕のようにふ

たっの音節にわけることができる｡このとき､成師的な子音 〔rp〕 〔f〕は､ 〔at

tsa)の 〔a〕と同様に､音節主音として音節形成に参加しているのである｡この音

節は､2モーラにかぞえられる促音でおわる閉音節である｡

〔叩 日 の発音において､ 〔叩)の口むろと鼻むろでの共鳴の発音のあいだ､当然

のことながら､くちびるはとじられたままである｡そのくちびるをとじた状態から舌

先での閉鎖があって 〔日 が発音されるが､そのときもくちびるはとじられたまであ

る｡そのくちびるの閉鎖につづいて 〔tsa〕が発音されるのである0 〔fttsa〕の

発音における､ (∫t〕の発音も同様である｡ 〔日 の上歯と下くちびるのかるい接

触があって (そのとき前舌による閉鎖はないようである)､つよい呼気による摩擦音

があり､前舌による閉鎖 〔日 がつづくが､そのあいだも上歯と下くちびるの接触は

税梅的には解消されずのこっている.

この 〔叩〕 〔日 は､ 〔attsa〕の発音における音節 〔at〕の音節主音(Vl)

の役判をはたしている母音フォネーム/a/と同様に､音節主音(Vl)としての役割

をはたしているのである｡

ネフスキーはかつて ｢人｣という単語を rpstu｣､ r平良｣を ｢prsara｣

と戚unLlしていたことがある (ネフスキーは 〔pS与tu〕とも表音己したし､われわれは

現花これを/pltu/ 〔pSltu〕とみなしている)o

〔p甲Lu〕は2モーラにかぞえられる単語で､全体が (p!〕 〔tu〕のように

ふたっの音節にわかれる｡最初の部分では破裂音 〔p〕の発声のときに､すでに､舌

先､あるいは前舌の舌先寄りの部分を歯茎あるいは歯茎寄りの口蓋に接近させていて

(これは宮古諸方言のC2の位置にくる 〔S〕の発声とおなじ)､そこからそのまま

つぎの 〔t〕へ移行するのであるo 音節主音的な 〔!〕と無声化した舌先母音 Pl〕

とは同一のものであって､そのちがいは音韻論的にいかにとらえるかというちがいで

ある｡ふたっの考え方が想定できる｡

第1の考え方は､音声的な共通性を重視して､音節主音的な 〔!〕も､音節副音に

なる/S/のアロフォンとみるものである｡/S/ 〔!〕が 〔k〕や 〔p〕に対して

音節主音として機能していることになり､/pstu/となる｡この考えによれば､

平良方言の摩擦音の/S/は､母音と結合することなく独立性のつよい子音として語

東にきたり (C1)､音節末の閉音節をっくる位置にきたり (C3)､その子音単独で

はモーラにかぞえられず､母音と結合してはじめて音節を形成し､モーラにかぞえら

れる､音節副昔として音節を開く位置にきたり (C2)､また､他の子音､すなわち

/p//k/のような無声の破裂音と結合して､1拍にかぞえられる音節を形成し､
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その音節主音となることができる子音フォネームということになる｡そうすると､摩

擦音/S/は､/suニ/ (野菜)にみられる音節宙情 としても､/us/ (午)の

語末の/S/ 〔s)のような成節的な子音 (モーラを形成する子音)としても､母音

のように音節主音的な子音としても境能する､多機能な子音フォネームということに

なる｡

第2の考えは､音節主音として機能する 〔i〕が母音/i/で､音節副音として機

能する 〔i〕が子音､すなわち半母音/j/である､というのにならって､いかに機

能するかということを重視してフォネームを決定するなら､音節主音としての 〔!)

と音節副昔としての 〔S〕:を区別して､それぞれを別のフォネームとしなければなら

ない｡この音節主音として機能している 〔!)を舌先母音/1/ 〔Sl～ S1- 月1-1)

とみなすのである｡ここでは､おおくの研究者の見解にしたがって､これを母音フォ

ネームとみなし､舌先母音/1/とする｡

舌先母音/1/は､無声子音と結合するときには､ Pl～ Sl〕というアロフォンが

あらわれ､有声子音と結合すときには､ CZl〕というアロフォンがあらわれる｡アロ

フォン Pl〕は､有声の摩番音 〔Z〕と調音の位置､調音の方法がおなじである｡前

者を/ら/のアロフォンとみるなら､後者は有声摩擦音 〔Z〕のアロフォンとみなけ

ればならない｡

注) r音節主音｣とは､2個以上のフォネームからなるひとつの音節において､他

のフォネームに対して相対的によくひびき､その音節の核となることのできるも

のである｡ 〔mi)における母音 〔i〕がそういうものである｡しかし､この母

音 〔i〕がよりきこえのおおきい母曹 〔a〕の前にきて､かたいむすぴつきをな

し､一つの音節を形成して､ ｢音節副管 ｣ としてはたらく｡これが､恒心許/j/

であるoおなじように､音節別昔としてはたらく 〔u)が半駄拝/W/である｡

音 節 副 昔としての機能は子音に特徴的であり､単粒許は､子冊のグループに分徹

される｡このとき､畢母音は子音にふさわしい怒声を究現するためによりせばめ

られたり､摩擦がつよくなったりすることがあるようだ.

平良方言はモーラによってかぞえることができる万雷であり､ 〔p申tu〕も

〔ksmu)も2モーラにかぞえられる単語である｡この上拓き内において 〔p等〕

〔k争〕が相対的に独立した､1モーラにかぞえられる1個の曹節としてとりだ

されるOこの音節内において 〔s〕は音節主著として機能している r半子暫くSeJni

-consonant)｣とよぶべきものである｡畢子音とはつぎのようなものである｡

子音(Consonant)でありながら､きこえ度(SoJIOriLy)が高く､音節主音(sy1
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labic)としての働きをもつ音をいう. Broomfie】d(Language,P.121)によると､

前後の音粂(Phoneme)よりも､きこえ度の高い音素は音節主音であり､その他

の音節は音節副書(NonsyHabic)である｡この中間に､音節主音にも音節高幡

にもなりうる､いくつかの昔索があるが､これを響昔(Sonora皿t[sonant])と呼

ぶ.轡旨には 日 .n.r.W,j〕がある｡このうち､ 〔r〕は､red[red]

では音節副書であるが､bird[brd]では音節主音の働きをしているので､半子

音とみなすことができる｡

r現代英語学辞典l(1973初版,1975参版)

平良方言のばあい､ 〔pSl〕 〔kSl〕の舌先母音/1/は､/S/とはばおなじ調

音方法によって生成されるのであるが､音節副書としての破裂音 〔k〕 〔p〕に比較

して､謝苛点の ｢せばめ｣の程度がすくなく､相対的にきこえ度がたかいうえに､発

声時問の持税の皮合いがたかいので､音節主音として機能しうる｡平良方言の 〔S〕

は､この点から轡普 (ひびき音)のグループにいれることができるだろう｡

また､平良方宮の 〔TPttSa〕の 〔TTl〕､ 〔fttsa)の 〔f)､多良間島方言の

〔blごbl:gassa〕<くわず芋>のそり舌の側面摩瀬音 〔1=〕が音節主音

となり､大神品方G{の 〔kffi〕<作る>の唇歯摩瀬音 〔f)が音節主音となるな

ど､尉古紙p-Tのなかには､半子音とよぶべき子音があって､半子音の生成のプロセ

スをかんがえるうえで､鼎昧ぶかい｡音節主音になることのできる/S//m//f/

/ l/を､Iil7-倍とみなすなら､宮古諸方雷では､鼻音/m/､流音/1/はもちろん

のこと､摩擦音/S//f/も､ひびき音とみなすことができるだろう｡

4.4.1.1.破裂音/p,b, t,d,k,g/

平良方言の破裂音は触声破裂音の/p, t,k/と有声破裂音の/b, d,g/の

6個である｡平良方言の無声破裂音は､語鎖において 〔ph〕 〔tb〕 〔kh〕のよう

に表音己したくなるほど､母音へのでわたりに際しての呼気がつよい.有声破裂音/b,

d.g/は､和語においては擬声擬壌碧をのぞくと､原則として､語頭にくることが

ないが､平良方言においては､語頭にも頻繁にあらわれるQ有声破裂音が語頭にくる

単語は､培準語との対応 (あるいは語源)が不明のものがおおい.
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